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1 ．太陽観測とは 

1 太陽観測とは 

１－１ 
 

どういう場合に使うのか 
基準点測量においてその出発点、または、結合点（閉合点）で、既知点への見通しがない場合に、これらの点におい
て、方位角の観測を行ない、これを既知点方向として多角路線（点検路線）の方向角を決めます。 

このときの取り付け点として、あるポイントに点を作成し、発点から作成した点までの方位角を測定し、角の閉合差を
算出する時に利用します。 

取付点（後視点）が視準できないとき 

１－２ 
 

原理 
地球の傾きや、自転周期、公転周期は一定で、その上にいる観測者のポイント（緯度、経度）や時間から太陽の方向
の方位角がわかります。これを、表にして記載したものが「理科年表」として、毎年出版されています。そこに記載され
ている数値を利用して、ある点への方向角を計算で求めることができます。 

１－３ 
 

真北と北軸と磁北について 
① 真北とは、その地点を通る子午線の北極の方向です。 

② 北軸(Ｘ軸)とは、その地点を通る平面直角座標系のＸ軸の方向です。 

③ 磁北とは、その地点で方位磁針が指す方向です。 

つまり、太陽観測にて、既知点とあるポイント点、２点間の方向角を求めておけば、いろいろな測量に役立つ訳です。 
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1 ．太陽観測とは 

１－４ 方位角と方向角について 
① 方向角とは、座標の北軸から測定した測線の角をいいます。 

② 方位角とは、真北方向から測定した測線への角をいいます。 

「太陽による方向角計算」は太陽の観測を複数回行い、その観測から計算された方位角の中数から方向角を計算
します。 

１－５ 観測の注意 
方位角の測定に太陽を観測する場合、太陽の方向が水平方向になる時、つまり、太陽の南中付近にきた時は観測
に最も不利です。その付近は太陽の見かけの動きが速く、１秒間で水平角度にして数１０秒以上移動するので、時刻
の測定誤差が、水平角の観測に大きく影響します。 

それを避けるために、太陽の移動が水平方向に小さく、鉛直方向に移動する、日の出から午前９時以前、１５時から日
没までに、観測する事が望ましいです。しかし、水平線の近くではかえって太陽の像がゆれたり、くずれたりするのでか
えって良くないです。 

１－６ 観測の準備 
① 太陽をトータルステーションで観測するので、減光の為のフィルターを用意します。 

② 観測に使用する時計を(JJY)に合わせます。 

   ホームページから日本標準時（ＪＳＴ）を取得することもできます。 
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1 ．太陽観測とは 

１－７ 観測の開始 
１対回&1観測、３回の例で説明します。 

① トータルステーションの望遠鏡(正)で水平目盛板の目盛を０°付近の位置にし、方向として設置した後視点(ｍ) 

   を視準し、水平角を読定します。 

② 望遠鏡(正)で下記のように太陽(Ｓ)の像を正しく十時線に接しさせた瞬時の時間を読みとり、その時の水平角 

   を読定します。 

③ 速やかに望遠鏡(反)にして、下記のように太陽(Ｓ)の像を正しく十時線に接しさせた瞬時の時間を読みとり、その 

   時の水平角を読定します。 

④ 望遠鏡を方向として設置した後視点(ｍ)を視準し、水平角を読定します。 

以上で、０°における１対回の観測が完了です。 

次に、目盛位置を６０°望遠鏡(反)で、対回の観測を前述と同様に行ないます。 

次に、目盛位置を１２０°の観測を望遠鏡(正)で、対回の観測を、前述と同様に行ないます。 

通常、１観測で、３回、あるいは５回行います。偶数回の観測(2、4回目)は、望遠鏡(反)で方向として設置した後視点
(ｍ)を視準します。 

５回の場合の目盛位置は、１８０°÷５ですから、０°、３６°、７２°、１０８°、１４４°です。 
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1 ．太陽観測とは 

１－８ 太陽による方向角観測例（１対回&２観測） 

① まず後視点を視準します。 
   このときに観測値（水平角）を 
   手簿に記入。 

後視点 ｍ 

太陽 ｓ 

③ 続けて太陽を視準します。 
   このときに観測時刻と観測値 
   （水平角）を手簿に記入。 

太陽 ｓ ② 次に太陽を視準します。 
   このときに観測時刻と観測値 
   （水平角）を手簿に記入。 

後視点 ｍ 

16:35:08 

太陽 ｓ 

後視点 ｍ 

16:35:27 

④ 望遠鏡を反転して、太陽を視 
   準します。このときに観測時刻 
   と観測値（水平角）を手簿に 
   記入。 

後視点 ｍ 

太陽 ｓ 

16:35:39 

⑤ そのままもう一度、太陽を視準 
   します。このときに観測時刻と 
   観測値（水平角）を手簿に 
   記入。 

後視点 ｍ 

太陽 ｓ 

16:35:58 

⑥ 後視点を視準します。 
   このときに観測値（水平角）を 
   手簿に記入。 

後視点 ｍ 

太陽 ｓ 

観測結果 

対回 輪郭 望遠鏡 目標 観測の時 観測値（水平角）

m 　　0°　1’ 2”　　①

s 16：35：08　② 278°35’51”　　②

16：35：27　③ 278°37’09”　　③

16：35：39　④ 　99°34’32”　　④

16：35：58　⑤ 　99°35’23”　　⑤

m 180°00’58”　　⑥

1 0°

r

ｌ
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2 ．太陽による方向角計算へのデータ入力 

2 太陽による方向角計算への 
   データ入力 

２－１ 
 

丸めを設定する 
［専用コマンド］タブ－［設定］グループ－［丸め］で丸めを設定します。 

入力例では理科年表に記載されている「均時差」が0.1秒単位なので、［角度・時間］の丸めを「1/10秒」にします。 

1 

1 

3 

2 

丸めを設定して、［OK］をクリックします。 

2 3 

［専用コマンド］タブ－［設定］グループ－

［丸め］をクリックします。 
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2 ．太陽による方向角計算へのデータ入力 

２－２ 
 

計算条件を設定する 
［専用コマンド］タブ－［設定］グループ－［計算条件］で計算条件を設定します。 

1 

正確な日付を

入力します。 

上の日付（平成１４年３月２日）より、理科年表を引いて入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

観測時刻が午前9時以前の場合は、均時差および視赤緯は前日の表をもちい、

観測時刻は +24.0してください。 

また符号の記載が無い場合は、前行（前行にも記載が無い場合はその前行･･･）

の符号を使用します。 

3 

2 

後視点 ｍ 

太陽 ｓ 

目標 

測点名 

観測者 

観測日、観測者、目標名、原点経度、

測点、均時差、視赤緯を入力して、

［OK］クリックします。 

2 3 

1 

［専用コマンド］タブ－［設定］グループ－

［計算条件］をクリックします。 
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2 ．太陽による方向角計算へのデータ入力 

２－３ 
 

観測データを入力する 
［専用コマンド］タブ－［データ編集］グループ－［観測データ入力］で、観測データを入力します。 

入力例では、野帳(１対回&１観測、３回の場合）のデータを入力します。（下図の観測手簿参照） 

1 

観測パターンを選択して、

各観測時刻、観測水平角

を入力して、［OK］をクリック

します。 

2 3 

3 

2 

［専用コマンド］タブにデータ

が入力されます。 

1 ［専用コマンド］タブ－［デー

タ編集］グループ－［観測デ

ータ入力］をクリックします。 
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2 ．太陽による方向角計算へのデータ入力 

作成する計算書を、プレビューで確認できます 

［プレビュー選択］ボタンを押すと、作成する計算書を 

プレビューで確認することができます。 

２－４ 
 

計算書を作成する 
計算書を作成します。 

1 

［計算書グループ］で「観測計算書」を 

選択し、［計算書タイプ］を選択して、

［OK］をクリックします。 

2 3 

1 

3 

2 

［専用コマンド］タブ－［計算書］グループ－

［計算書作成］をクリックします。 
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2 ．太陽による方向角計算へのデータ入力 
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2 ．太陽による方向角計算へのデータ入力 

計算書の説明 

「２－４ 計算書を作成する」で作成した計算書の０輪郭で説明します。 
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2 ．太陽による方向角計算へのデータ入力 
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